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学童チームヘの保護者参加についての考え方 (通知)

時下ますますご清群のこととお慶び申し上げます。

標講の作につきまして、1昨今の学童1登録テーみおょび競技人‐暉減少の要因の一つとさ

れている、父母会の運営や保護者のチ紫―卜についての取り扱を下記のとおり通知いた

します。

以上、・l「
j卒 よろ.し く―お願いいたします。

な経緯

昨今の競技人IIl減少の‐つに、保護者の負担が挙げられています。時代の変化により、

共働き世帯の増加や体日の過ごし方の変化にょ―り、子供が野球をやってみた0ヽ と言って

も、野球をさせたくても保護者の金銭的負担以外にも時間的な負担が大きいことにより、

野球をさせることが敬遠される傾向が見受けられます。

本連盟では、多くの子供たちが野球を始められ、また、野球をやっている子1供たちが

途中で辞めることがないよう、各支部ならびに各登録チームにはEll紙の考え方をご理解

いただきたいと考えています。

甍父母会運営の基本自,な考え方

1,父母会の設置や保護者のサポー トを求めることは各チームの任意とします。

ただし、各家庭の事情を考慮 し、強制
‐
や同調圧力のようなことが起こらないよ

うに配慮してください。

また、体験会や入国前に、父母会の設置有無や保護者のサポート有無などの

必要性、頻度、役害J・ 業務などについて周知を図ることを推奨します。

2,父母会や保護者のサポート体制を理由に、選手がチームを辞めることになつた

場合には、チーム代表者・チームスタッフ|ま直ちに、保護者の負担にならない

テーム運営や父母会運営の見直 しや改善を図るように努めてください。

国詳細については、別紙を参照

以上



学童チームヘの保護者参加について考え方 【別紙】

1. それぞれの家庭には、子供のスポーツ活動への関わり方にその家庭ごとの考えが

ある事をよく理解し、チームの運営方法を決める時によく話し合う事が大切です。

◆人が何人か集まれば必ず温度差はあるものです。「子供たち、お世話になる指導者

のサポートを積極的にやりたい、野球に係る期間は常に一緒に喜んだり泣いたりし

たい、それが喜びだJと いう人もいれば、「子供には極力自立して欲しいし、保護者

がそんなに関わるべきではない、指導者への過剰なサービスは疑問」と考える人も

います。どちらも間違いでは無く、正解はありません。

◆家庭の環境、状況も違い、その家の子供さんの数によっても一人の子供にかけられ

る時間も家庭ごとに変わって来るでしょう。

2. 自分達の今までの「当たり前」を見直す事も大切です。

◆物事を強制すると、その中に入って来ない人や意見が違う人と対立したり、同調圧

力によって、本当はおかしいと思っている事を無理にやる事になり、どちらの意見

の人もモヤモヤを感じて楽しく出来ない、ストレスを抱えるという事になります。

◆人の意見に耳を傾け、皆が納得する方向を協力して見出せば、子供のスポーツ活動

を皆で楽しく見守る事が出来ると思います。

3. 役を担わないと、子供が使ってもらえないなどの誤解を生まない事は大切です。

◆自分の子供を試合などで使ってもらう為に一生懸命世話役を務める、といった空気

がチーム内にあるとしたら大変誤った考えです。

◆でも実際は・ :な どと思われる事が無いとも限りません。選手の選出について明確

に説明できるよう、代表者や指導者はチームとしての基準を構築し、日頃から透明

にしておく事が大切です。

4. 伝統的な決まり事 (保護者の役割、分担など)力 あ`っても、時代の変化や新しい意

見を取り入れて見直していく必要があります。

◆伝統のあるチームであっても、「ずっとこうやっている」「うちのチームはこうなん

だJと 決めつけないで柔軟 に考 えてみて下 さい。

◆それでも、何か絶対的な決まりが有るのであれば、入団の前の体験会などに於いて

しっかりその事の必要性やどの程度の負担があるのか等の詳細を説明しておく必

要があ ります。

以上


